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上品野西金地遺跡の陶製灯籠

早野浩二

　瀬戸市上品野西金地遺跡から出土した大窯期前半の錆釉を施した板状の部材について、類例との比
較を踏まえ、ここに陶製灯籠として再報告する。それを瓦器と陶器の器種の互換性、瀬戸窯における
陶器生産の特質を示す好例とした。

上品野西金地遺跡の陶製灯籠●

１．上品野西金地遺跡の陶製灯籠

　瀬戸市上品野西金地遺跡は、品野盆地北東に
位置し、桑下城跡、桑下東窯跡から連続する丘
陵斜面から低地にかけて立地する（図１）。愛
知県埋蔵文化財センターは平成 10・18 年に遺
跡の発掘調査を実施し、平成 25 年に調査報告
書を刊行した。発掘調査においては、調査区内
の丘陵斜面 007NR・480NR から保存状態が良
好な大窯期前半の陶器が大量に出土したことか
ら、遺跡付近は周辺に流通する大窯陶器の集積
地として利用されていたと推測されている。

　大窯期前半の大量の陶器中には集石土坑群下
位の溝 465SD から出土した内外面に錆釉を施
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図１　上品野西金地遺跡と桑下東窯跡、桑下城跡

写真１　上品野西金地遺跡から出土した板状の部材
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柱）を設ける。一方向には横片開きの扉を設け
る（扉の軸受けがある）。火袋内部（底部内面）
には灯明皿を受ける３個の乳頭状の突起を貼付
する。笠部は遺存しないが、後述する秋篠・山
陵遺跡包含層の（PL.155 38）と同様の形状が
想定される。
　草戸千軒町遺跡第 32・33 次池 SG2810 上部
を礫で埋めた層 SX2811 は IV 期後半（15 世紀
末から 16 世紀初頭）とされる。灯籠（Fig4.-42 
330）は土師質で、多方向に透かし（幅 1.9 〜
2.0cm、厚さ 1.1cm の角柱状の柱）を設ける
筒形（横断面多角形）の火袋の造形は同様であ
る（火袋の高さ、扉の構造、火袋内部は不明）。
　秋篠・山陵遺跡第７次調査区は中世後半期
の溝等が検出されている。包含層出土の灯籠

（PL.155 38）は土師質で、全面に燻しを施す。
笠部の頂部に宝珠形の摘みを設け、下部に４方
向の小円孔を穿つ（３方向が残存）。火袋には
多方向に長方形の透かしを設ける（２方向が残
存）。
　上品野西金地遺跡の板状の部材（665）は、
残存長 11.2cm、幅 2.6 〜 2.7cm、厚さ 1.0 〜
1.2cm で、形状と大きさは瓦製灯籠の火袋部

した板状の部材（665）が含まれていた。全体
の形状や部位は不明なまま、漠然と「桶の把手」
として報告したが（写真１）、報告書刊行後、
類例との比較検討を踏まえ、陶製灯籠（釣灯籠、
以下灯籠とする）の筒形（横断面多角形）の火
袋部分と推定するに至った。ここに報告書の内
容を訂正し、詳細を含めて再報告する。以下、
関連する遺物を扱う際は報告書の番号を示す。

２．灯籠の比較検討

　灯籠は古瀬戸陶器や大窯陶器ではないが、
瓦器に幾つかの類例がある。参考とした類例
として、広島県草戸千軒町遺跡第 11・12 次
溝 SD510（Fig.4-4 30）、 同 第 32・33 次・
SX2811 （Fig.4-42 330）、奈良県秋篠・山陵遺
跡第７次調査区包含層（PL.155 38）の瓦製灯
籠（瓦灯）を示す（図２）。
　草戸千軒町遺跡第 11・12 次溝 SD510 は III
〜 IV 期前半（15 世紀中葉から後半）とされる。
灯籠（Fig.4-4 30）は筒形（横断面多角形）の
火袋周囲に８方向の長方形の透かし（幅 2.4 〜
2.5cm、長さ 9.8cm、厚さ 1.0cm の角柱状の

665 錆

【上品野西金地遺跡】【草戸千軒町遺跡】
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図２　灯籠の類例
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分とよく類似し、陶製灯籠の筒形（横断面多角
形）の火袋部分と推測される。
　また、上品野西金地遺跡の「内面のトチンを
含めて鉄釉を施す」とした中型の丸皿（485・
486）は、内面に貼付された３個の乳頭状の突
起が草戸千軒町遺跡第 11・12 次溝 SD510 の
灯籠（Fig4-4 30）火袋内部（底部内面）に貼
付された灯明皿を受ける３個の乳頭状の突起に
類似することからすると、鉄釉灯明皿（受け皿）
とすることが妥当であろう（図３）。陶製の灯

籠と同時に使用された可能性も想定される（図
４）。ここに併せて訂正、再報告する。
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上品野西金地遺跡出土陶製灯籠の残存部分

※上品野西金地遺跡出土陶製灯籠の部位の推定

草戸千軒町遺跡出土瓦製灯籠

※灯籠と鉄釉灯明皿（受け皿）、焼締灯明皿の組み合わせの推定

【秋篠・山陵遺跡】［灯籠］
［灯籠］ ［灯明皿（受け皿）］
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南斜面 007NR・480NR（728）

図４　瓦器と陶器の互換性

写真 2　上品野西金地遺跡出土鉄釉灯明皿（受け皿）図３　上品野西金地遺跡出土鉄釉灯明皿（受け皿）
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３．小結

　瓦製や陶製の灯籠は、銅製または鉄製の灯籠
の写しで、金属製品を写した同様の製品とし
て、草戸千軒町遺跡第 11・12 次溝 SD510 の
瓦製風炉（Fig.4-4 32）、上品野西金地遺跡の
錆釉を施した陶製風炉（728）がある（図４）。
菅原正明は、より上質の容器が瓦器化される過
程について、瀬戸製品が中世陶器生産において
独自の地位を占めたことと軌を一にしているこ
とを述べている（菅原 1991）。菅原の評価を踏
まえれば、これらは金属器と瓦器生産、大窯陶
器生産における材質の互換性を示す好例とする
ことが可能である。
　古代以来の施釉陶器である灰釉陶器、緑釉陶
器や古瀬戸、大窯の各器種はその多くが輸入陶
磁器や金属器を祖型とする模倣品として発祥
し、各時代の価値観に沿った模倣品の製作とそ
の独自化が瀬戸窯の陶器生産で常に重要な位置
を占めていた（金子 2015）。瀬戸窯に限らず、
同じ脈絡の製品として、京都府山崎廃寺出土の
緑釉釜・風炉がよく知られ、透かしの造作も瓦
製・陶製の灯籠と類似する（図５）。
　上品野西金地遺跡から出土した大窯期前半の
製品は、鍋・釜類のような「国中往反」する「瀬
戸物」から、隣国を中心に流通する擂鉢、広域
に流通する天目茶碗や小皿類、茶壷、宗教具の
狛犬まで実に豊富である。再報告した陶製灯籠
は、瀬戸窯における陶器生産の特質、遺跡の位
置、性格をより鮮明にするものであろう。

　小文作成に際して、草戸千軒ミュージアム（広
島県立歴史博物館）杉山歩夢氏、豊橋市文化財
センター寺井崇浩氏、愛知県陶磁美術館大西遼
氏よりご高配を賜った。末尾ながら、感謝申し
上げる。
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図５　山崎廃寺の緑釉陶器釜・風炉（大西遼氏原図）


